
 

中坪遺跡（第１次） №２ 
所在地    ：松阪市朝田町・立田町（まつさかしあさだちょう・たつたちょう） 

位置情報ＵＲＬ：三重県地図情報サービス 中坪遺跡１次発掘調査現場 

中坪遺跡Ａ，Ｂ地区では、奈良から室町時代の井戸４４基と大溝８条などが見つかりました。

特にＡ地区では、平安時代末頃の井戸から馬の上下の歯という珍しい遺物が出土しました。Ｂ地

区では、今から約１３００年ほど前の奈良時代に作られた古い井戸が見つかり、井戸枠の底から

土器と祀りごとに使われた斎串（いぐし）と言われる木製品が見つかりました。 

 

中坪Ａ地区                            中坪Ｂ地区 

  

  

 

 中坪Ｂ地区では、２つの井戸が重なるようにして見

つかりました。手前の井戸が奈良時代の井戸で、見つ

かった井戸の中では特に古いものです。井戸枠は、長

さ約 100 ㎝、幅約 30 ㎝、厚さ約 5 ㎝の板を「井」の

字形に組み合わせたものが重ねられています。井戸枠

の中からは、土師器甕と須恵器の壺（長頸壷）の一部

が写真のような状態で見つかりました。 




